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(54)【発明の名称】 内視鏡用送水装置

(57)【要約】
【課題】  液体を所望する量だけ体内へ送り、効果的に
部位の洗浄、染色を行う。
【解決手段】  内視鏡用送水装置１００において、回転
ポンプ２１、第１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂ、第
１および第２タンク用チューブ５０Ａ、５０Ｂ、バルブ
２２、接続チューブ２５Ａ、２５Ｂ、圧力センサ２８
Ａ，２８Ｂ、スコープ接続用チューブ５２を備える。体
内へ液体を送るため、スコープ接続用チューブ５２をビ
デオスコープ１０内の送水チャンネル１３と連通させ、
回転ポンプ２１を回転させる。第１および第２タンク４
０Ａ、４０Ｂのうち一方のタンクと接続チューブ２５Ａ
が連通するようにバルブ２２を切り替える。そして、選
択されたタンク内の液体の量が所定量以下になった場
合、もう一方のタンクと接続チューブ２５Ａが連通する
ようにバルブ２２を切り替える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  体内の所定の部位へ液体を噴出するため
の輸送管路が形成された内視鏡と着脱自在に接続される
送水装置であって、
前記液体を貯留する複数のタンクと、
前記複数のタンクから前記輸送管路までの前記液体の流
れを調整するバルブと、
前記複数のタンクそれぞれを前記バルブと連通させる複
数の第１接続管路と、
前記バルブを前記輸送管路と連通させる単一の第２接続
管路と、
前記複数のタンクそれぞれに貯められた前記液体を、前
記複数の第１接続管路、前記バルブおよび前記単一の第
２接続管路を介して前記輸送管路へ送るポンプと、
前記ポンプを作動させるアクチュエータと、
前記液体の量を前記複数のタンクそれぞれについて検出
する液量検出手段と、
前記複数のタンクそれぞれに対して検出される前記液体
の量に基いて、前記複数のタンクの中で１つのタンクを
前記第２接続管路と連通させるように前記バルブを切り
替えるバルブ制御手段とを備え、
前記バルブ制御手段が、前記複数のタンクの中で前記第
２接続管路と連通するタンクについて検出された前記液
体の量が補給の必要となる限界量以下になった場合、他
のタンクを前記第２接続管路と連通させるように前記バ
ルブを切り替えることを特徴とする内視鏡用送水装置。
【請求項２】  前記バルブ制御手段が、前記送水装置に
電源が供給された直後の初期状態において、前記複数の
タンクのうち貯留されている前記液体の量が最も多いタ
ンクと前記第２接続管路を連通させるように前記バルブ
を切り替えることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
用送水装置。
【請求項３】  前記複数のタンクがそれぞれ取り外し可
能であって、前記複数のタンクの中で前記バルブと連通
するように設置されているタンクを所定時間間隔毎に検
出するタンク設置検出手段をさらに有し、
前記バルブ制御手段が、検出される該少なくとも１つの
タンクの中から１つのタンクを前記第２接続管路と連通
させるように前記バルブを切り替えることを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡用送水装置。
【請求項４】  前記複数のタンクが第１タンクと第２タ
ンクとからなり、前記バルブが、前記第１タンクおよび
前記第２タンクのいずれかのタンクと前記第２接続管路
とが連通するように切り替わることを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡用送水装置。
【請求項５】  前記バルブ制御手段が、前記送水装置に
電源が供給された直後の初期状態において、前記第１タ
ンクと前記第２タンクのうち前記液体の量が多い方のタ
ンクを前記第２接続管路と連通させるように前記バルブ
を切り替えることを特徴とする請求項４に記載の内視鏡*
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*用送水装置。
【請求項６】  前記第１および第２タンクがそれぞれ取
り外し可能であって、前記第１タンク、第２タンクがそ
れぞれ前記バルブと連通するように設置されているか否
かを所定時間間隔毎に検出するタンク設置検出手段をさ
らに有し、
前記バルブ制御手段が、前記第１および第２タンクのう
ち１つのタンクが設置された状態である場合、設置され
ているタンクを前記第２接続管路と連通させるように前
記バルブを切り替えることを特徴とする請求項４に記載
の内視鏡用送水装置。
【請求項７】  前記第１および第２タンクのうち前記第
２接続管路と連通するタンク内の前記液体の量が前記限
界量以下になった場合、該タンク内に前記液体が実質的
に残っていないことを視覚的に報知する報知手段をさら
に有することを特徴とする請求項４に記載の内視鏡用送
水装置。
【請求項８】  前記ポンプの作動中において、前記第１
および第２のタンクのうち前記第２接続管路と連通しな
いタンク内の前記液体の量が前記限界量以下である場
合、前記液体の補給が必要であることを警告する警告手
段をさらに有することを特徴とする請求項４に記載の内
視鏡用送水装置。
【請求項９】  前記液量検出手段が、前記複数のタンク
それぞれの荷重を測定可能な複数の荷重センサを有し、
前記複数の荷重センサによって計測される前記複数のタ
ンクそれぞれから受ける荷重に基いて、前記複数のタン
ク内にある前記液体の量をそれぞれ検出することを特徴
とする請求項１もしくは請求項３のいずれかに記載の内
視鏡用送水装置。
【請求項１０】  前記タンク設置検出手段が、前記複数
の荷重センサによって計測される前記複数のタンクそれ
ぞれから受ける荷重に基いて、前記複数のタンクのうち
設置されているタンクを検出することを特徴とする請求
項９に記載の内視鏡用送水装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡を用いて胃
など人体の臓器内を観察、処置する間、内視鏡を介して
水などの液体を体内の所望の部位へ送る内視鏡用送水装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、内視鏡のスコープ内部には、患部
洗浄用の水を通す専用の送水用チャンネルが設けられて
おり、送水用チャンネルは、スコープの遠位端（先端）
から近接端（操作部側）まで貫通している。スコープの
近接端の注水口には、チューブを介して様々な器具が接
続可能であり、検査、処置などを行う場合、患部などに
付着した粘液・血液を洗浄するために送水器具が使用さ
れる。



(3) 特開２００２－１７７２０８

10

20

30

40

50

3
【０００３】送水器具は、生理食塩水などを入れた注射
器と、その注射器の口に一端を繋がれた注水チューブと
から成り、注水チューブの他端を前述の送水用チャンネ
ルの注水口に繋いで注射器を操作することにより、注射
器内の水がスコープへ供給される。そして、スコープの
遠位端の噴出口から体内に向けて水が噴射することによ
って、目標部位が洗浄される。また、洗浄後に所定の部
位を染色する場合にも、同様の作業が行われる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな送水器具では、オペレータが内視鏡操作と並行して
送水などの操作を行わなければならず、煩雑な作業とな
り、効率かつ適切に処置を行うことが出来ない。
【０００５】そこで、本発明では、液体を所望する量だ
け効率よく体内へ送ることにより、効果的に部位の洗
浄、染色をすることができる内視鏡用送水装置を得るこ
とを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡用送水装
置は、体内の所定の部位へ液体を噴出するための輸送管
路が形成された内視鏡と着脱自在に接続される送水装置
である。送水装置は、液体を貯留する複数のタンクと、
複数のタンクから輸送管路までの液体の流れを調整する
バルブと、複数のタンクそれぞれをバルブと連通させる
複数の第１接続管路と、バルブを輸送管路と連通させる
単一の第２接続管路と、複数のタンクそれぞれに貯めら
れた液体を、複数の第１接続管路、バルブおよび単一の
第２接続管路を介して輸送管路へ送るポンプと、ポンプ
を作動させるアクチュエータと、液体の量を複数のタン
クそれぞれについて検出する液量検出手段と、複数のタ
ンクそれぞれに対して検出される液体の量に基いて、複
数のタンクの中で１つのタンクを第２接続管路と連通さ
せるようにバルブを切り替えるバルブ制御手段とを備え
る。そして、バルブ制御手段は、複数のタンクの中で第
２接続管路と連通するタンクについて検出された液体の
量が補給の必要となる限界量以下になった場合、他のタ
ンクを第２接続管路と連通させるようにバルブを切り替
える。
【０００７】ポンプがアクチュエータによって作動する
と、複数のタンクの中で１つのタンク内の液体が対応す
る第２接続管路、バルブ、第１接続管路、輸送管路を介
して内視鏡先端から出射し、所定の部位へ噴出される。
また、液体を送っている間にタンク内の液体が減少し、
補給の必要な限界量以下である場合、他のタンクに切り
替えられ、切り替えられたタンクから継続して液体が体
内へ送られる。したがって、内視鏡操作を中断すること
なく液体を体内へ送ることができ、効果的に部位の洗浄
あるいは染色をすることができる。限界量以下になる
と、実質的にタンク内に液体が残っていないとみなされ
る。
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【０００８】体内へ送る液体の量は、検査方法、検査す
る対象部位に応じて異なる。したがって、複数のタンク
のうち貯留されている液体の量が最も多いタンクを使用
するため、バルブ制御手段は、送水装置に電源が供給さ
れた直後の初期状態において、複数のタンクのうち貯留
されている液体の量が最も多いタンクと第２接続管路を
連通させるようにバルブを切り替えることが望ましい。
これにより、液体の量が最も多いタンクが最初に使用さ
れる。ただし、初期状態は、送水装置に電源が供給され
た後の最初の状態でポンプを作動させる前の状態を示
す。
【０００９】液体の注入、洗浄がしやすいように複数の
タンクがそれぞれ取り外し可能であることが望ましい。
この場合、必要な液体の量を考慮して、すべてのタンク
をバルブと連通させて使用せずに任意の数のタンクのみ
設置することが可能で、また、液体がほとんど残ってい
ないタンクを取り外して液体を補給し、再び設置するこ
ともできる。したがって、設置されているタンクの中で
選択的にタンクを使用するため、送水装置は、複数のタ
ンクの中でバルブと連通するように設置されているタン
クを所定時間間隔毎に検出するタンク設置検出手段をさ
らに有することが望ましい。このとき、設置されたタン
クの中でバルブが切り替わるようにするため、バルブ制
御手段は、検出される該少なくとも１つのタンクの中か
ら１つのタンクを第２接続管路と連通させるようにバル
ブを切り替えることが望ましい。
【００１０】送水装置の構成を簡素化するため、複数の
タンクは、第１タンクと第２タンクとからなることが望
ましい。この場合、バルブは、第１タンクおよび第２タ
ンクのいずれかのタンクと第２接続管路とが連通するよ
うに切り替わるバルブとなる。
【００１１】２つのタンクの中から液体の量の多いタン
クを使用するため、バルブ制御手段は、送水装置に電源
が供給された直後の初期状態において、第１タンクと第
２タンクのうち液体の量が多い方のタンクを第２接続管
路と連通させるようにバルブを切り替えることが望まし
い。
【００１２】第１および第２タンクは、それぞれ取り外
し可能であることが望ましい。液体の量がそれほど必要
なく１つのタンクだけで十分な場合、１つのタンクのみ
設置させてそのタンクから液体を体内へ送れるようにし
たほうがよい。そのため、バルブ制御手段は、第１タン
ク、第２タンクがそれぞれバルブと連通するように設置
されているか否かを所定時間間隔毎に検出するタンク設
置検出手段をさらに有することが望ましく、バルブ制御
手段は、第１および第２タンクのうち１つのタンクが設
置された状態である場合、設置されているタンクを第２
接続管路と連通させるようにバルブを切り替えることが
望ましい。
【００１３】タンク内の液体が限界量以下であり、補給
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が必要な状態であることをオペレータが容易に認識でき
るようにするため、送水装置は、第１および第２タンク
のうち第２接続管路と連通するタンク内の液体の量が限
界量以下になった場合、該タンク内に液体が実質的に残
っていないことを視覚的に報知する報知手段をさらに有
することが望ましい。
【００１４】ポンプの作動中においてバルブにより選択
されているタンク内の液体が減少して限界量以下とな
り、かつ、もう一方のタンク内における液体の量も限界
量以下である場合、液体を体内へ送り続けることができ
ない。そのため、送水装置は、ポンプの作動中におい
て、第１および第２のタンクのうち第２接続管路と連通
しないタンク内の液体の量が限界量以下である場合、ポ
ンプの作動を停止させるため、液体の補給が必要である
ことを警告する警告手段をさらに有することが望まし
い。
【００１５】容易に液体の量を検出できるようにするた
め、液体量検出手段は、複数のタンクそれぞれの荷重を
測定可能な複数の荷重センサを有し、複数の荷重センサ
によって計測される複数のタンクそれぞれから受ける荷
重に基いて、複数のタンク内にある液体の量をそれぞれ
検出することが望ましい。計測された荷重からタンクの
自重を除くことで液体の量が検出される。このように液
体の量を検出する場合、上記のタンク設置検出手段は、
複数の荷重センサによって計測される複数のタンクそれ
ぞれから受ける荷重に基いて、複数のタンクのうち設置
されているタンクを検出することが望ましい。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下では、図面を参照して、本発
明の実施形態である内視鏡用送水装置について説明す
る。
【００１７】図１は、第１の実施形態である内視鏡用送
水装置をスコープとともに概略的に示した正面図であ
る。また、図２は、送水装置本体内に設けられたポンプ
を示した図である。この送水装置は、ビデオスコープ
（電子内視鏡）あるいはファイバースコープなどの内視
鏡を使用して検査などを行う時、胃など臓器内の所定の
部位を洗浄し、あるいは臓器内を染色するために使用さ
れる。なお、ここではビデオスコープが適用される。
【００１８】内視鏡用送水装置１００は、本体２０と、
フットスイッチ１５と、第１および第２タンク４０Ａ、
４０Ｂとを備える。ビデオスコープ１０は、スコープ接
続用チューブ５２を介して送水装置本体２０と着脱自在
に接続されており、また、接続部１２を通してプロセッ
サ（図示せず）と着脱可能に接続される。スコープ接続
用チューブ５２は、可撓性のあるチューブであり、送水
口用口金５２Ａおよび装置用口金５２Ｂをそれぞれ両端
に備えている。送水口用口金５２Ａは、ビデオスコープ
１０の送水口１１に取り付けられ、また、装置用口金５
２Ｂは、送水装置の本体２０の流出口２３Ｂに取り付け
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られる。なお、プロセッサには図示しないモニタが接続
されており、ビデオスコープ１０内に設けられたＣＣＤ
（図示せず）によって撮像される画像がモニタに表示さ
れる。
【００１９】ビデオスコープ１０内には、水などの液体
を通すための送水チャンネル（輸送管路）１３が形成さ
れており、送水口１１から入った水は、送水チャンネル
１３を通り、スコープ１０先端側の噴出口１４から噴出
される。なお、送水チャンネル１３は、ビデオスコープ
１０の先端に設けられた対物レンズに付着するものを放
水により除去するなどの目的でビデオスコープ１０内に
設けられるチャンネル（図示せず）や処置具挿通用チャ
ンネル（図示せず）とは別のチャンネルであり、ビデオ
スコープ１０内に独立して設けられている。
【００２０】第１タンク４０Ａ、第２タンク４０Ｂは、
所定の部位を洗浄する水や染色する液などの液体を貯留
するためのタンクであり、本実施形態では、一例として
貯留最大量が約５００ｍｌのタンクが用いられている。
生理食塩水などの水が溜められた第１タンク４０Ａ、第
２タンク４０Ｂには、それぞれ第１タンク用チューブ５
０Ａ、第２タンク用チューブ５０Ｂが取り付けられてお
り、第１タンク４０Ａ、第２タンク４０Ｂ内にある液体
は、それぞれ第１タンク用チューブ５０Ａ、第２タンク
用チューブ５０Ｂを介して取り出される。第１タンク４
０Ａ、第２タンク４０Ｂは、本体２０に取り付けられた
保持部１６Ａ、１６Ｂにそれぞれずれない程度に緩く保
持されており、液体補給の場合など必要に応じて取り外
し可能である。
【００２１】第１および第２タンク用チューブ５０Ａ、
５０Ｂは、本体２０内に設けられたバルブ２２にそれぞ
れ接続されており、また、バルブ２２には、１本の接続
チューブ２５Ａが接続されている。バルブ２２は、第１
タンク４０Ａ、第２タンク４０Ｂから送水チャンネル１
３までの液体の流れの経路を調整するバルブであり、２
本のタンク用チューブ５０Ａ、５０Ｂのうちのどちらか
一方のチューブを接続チューブ２５Ａと連通させる。す
なわち、第１タンク４０Ａ、第２タンク４０Ｂのうちの
どちらか一方のタンクが接続チューブ２５Ａと連通する
ように、バルブ２２を第１タンク４０Ａ側、あるいは第
２タンク側４０Ｂへ選択的に切り替わる。したがって、
液体を体内へ送る場合、第１タンク４０Ａ、第２タンク
４０Ｂのうちどちらか一方のタンクに溜められた液体の
みが、ビデオスコープ１０へ向けて供給される。接続チ
ューブ２５Ａは、本体２０の流入口２３Ａに取り付けら
れている。
【００２２】本体２０内部には、第１タンク４０Ａ、第
２タンク４０Ｂ内にある液体をビデオスコープ１０へ送
るための回転ポンプ２１が設けられており、アクチュエ
ータであるモータ（ここでは図示せず）の駆動によって
回転ポンプ２１が作動する。また、本体２０内部には、
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7
流入口２３Ａと流出口２３Ｂを繋ぐ接続チューブ２５Ｂ
が設けられており、ビデオスコープ１０の送水チャンネ
ル１３と、第１タンク４０Ａもしくは第２タンク４０Ｂ
のいずれかのタンクとが連通する。接続チューブ２５Ｂ
の一部は、回転ポンプ２１の周囲に沿って配置されてい
る。
【００２３】回転ポンプ２１の構成は、図２に示すよう
に、従来から使用される薬液などを供給するチューブポ
ンプと実質的に等しい構成である。回転ポンプ２１は、
回転軸を中心として周方向に沿って互いに９０度の等間
隔に設けられた４つの円板状の押圧部材２１Ａを有して
いる。接続チューブ２５Ｂは、回転ポンプ２１周りにＵ
字状に巻きつけられており、接続チューブ２５Ｂの押圧
部材２１Ａと接する部分は、押圧部材２１Ａにより径方
向外側へ押しつけられる。回転ポンプ２１が流入口２３
Ａ側から流出口２３Ｂ側へ向かうように回転すると、押
圧部材２１Ａは周上に沿って移動する。押圧部材２１Ａ
の移動に伴い、押圧部材２１Ａによってチューブの径が
細くなっている接続チューブ２５Ｂの位置も、流入口２
３Ａ側から流出口２３Ｂ側へ移動する。これにより、第
１タンク４０Ａあるいは第２タンク４０Ｂ内にある液体
は、回転ポンプ２１の回転によって吸い上げられる。
【００２４】本体２０内へ吸引された液体は、接続チュ
ーブ２５Ｂ内を通り、本体２０の流出口２３Ｂから流出
する。流出口２３Ｂから流出した液体は、スコープ接続
用チューブ５２を介してビデオスコープ１０の送水口１
１へ送られる。ビデオスコープ１０に送られた液体は、
送水チャンネル１３を通ってスコープ先端から出射し、
体内の所定の部位へ向けて液体が噴出される。
【００２５】図１に示すように、本体２０の正面のパネ
ルには、回転ポンプ２１を作動開始させるためのフット
スイッチ１５が接続されるとともに、第１および第２タ
ンク４０Ａ、４０Ｂ内に残っている液体の量をそれぞれ
バー表示する第１および第２残量表示部２６Ａ、２６Ｂ
と、送水チャンネル１３と連通しているタンク（使用し
ているタンク）を報知する第１および第２表示灯２９
Ａ、２９Ｂと、体内へ注入される液体の流量を変更する
ための注入流量速度変更スイッチ２７と、内視鏡送水装
置１００を作動させるための電源スイッチ３１が設けら
れている。
【００２６】オペレータがフットスイッチ１５を押下す
ると、回転ポンプ２１が作動して体内へ液体が注入さ
れ、フットスイッチ１５を離すと、回転ポンプ２１が停
止して体内への液体注入が停止される。第１タンク４０
内の液体が体内へ送られている場合、第１表示灯２９Ａ
が点灯し、第２タンク４０内の液体が体内へ送られてい
る場合、第２表示灯２９Ｂが点灯する。また、第１およ
び第２表示灯２９Ａ、２９Ｂは、状況に応じてそれぞれ
所定の周期で点滅表示される。
【００２７】注入流量速度変更スイッチ２７は、単位時
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間当たり体内へ送られる液体の流量を変更するスイッチ
であり、ツマミを回す操作によって、５段階に分かれた
注入流量速度の中から所望する注入流量速度を選択する
ことが可能である。回転ポンプ２１の回転速度は、注入
流量速度変更スイッチ２７において設定された流量速度
で液体が体内へ送られるように調整される。
【００２８】第１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂの底
には、第１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂ内に残って
いる液体の量をそれぞれ測定するための圧力センサ２８
Ａ、２８Ｂが配置されており、圧力センサ２８Ａ、２８
Ｂはそれぞれ第１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂの荷
重を測定する。ここでは、圧力センサ２８Ａ、２８Ｂは
圧電素子によるセンサである。圧力センサ２８Ａ、２８
Ｂにおいて検出される第１および第２タンク４０Ａ、４
０Ｂから受ける荷重、すなわち重量に応じた電気信号
は、それぞれケーブル（図示せず）を介して本体２０へ
送られる。そして、第１および第２タンク４０Ａ、４０
Ｂの重量に応じた電気信号と、各タンクの空の状態の自
重と貯留最大量および各タンクに入れられている液体の
比重とに基づいて、第１および第２タンク４０Ａ、４０
Ｂ内の液体の量がそれぞれ第１および第２残量表示部２
６Ａ、２６Ｂにおいて示される。
【００２９】図３は、送水装置１００のブロック図であ
る。送水装置全体の動作は、制御回路３５内のＣＰＵ３
２によって制御される。さらに、制御回路３５内には、
プログラム格納用のＲＯＭ３６や一時的にデータが格納
されるＲＡＭ３９が設けられている。なお、本体２０内
に設けられた各回路は、電源回路３８により電源が供給
されている。
【００３０】制御回路３５には、フットスイッチ１５
と、注入流量速度変更スイッチ２７と、第１および第２
残量表示部２６Ａ、２６Ｂと、圧力センサ２８Ａ、２８
Ｂとが接続されており、フットスイッチ１５、注入流量
速度変更スイッチ２７が操作されると、それぞれの操作
に応じた信号が制御回路３５へ送られる。注入流量速度
変更スイッチ２７が操作されると、設定された流量速度
がデータとして一時的にＲＡＭ３９に格納される。そし
て、フットスイッチ１５が押されると、制御回路３５で
は、ＲＡＭ３９にデータとして格納されている注入流量
速度で液体が体内へ注入されるように、制御信号がモー
タ駆動回路３７へ出力される。
【００３１】モータ４１は、ＰＷＭ(Pulse Width Modul
ation)制御に従って駆動される直流型モータであり、モ
ータ４１の回転に伴って回転ポンプ２１が回転する。モ
ータ駆動回路３７では、制御回路３５から送られてくる
制御信号に基づいて駆動信号がモータ４１へ出力され
る。このときのモータ４１の回転速度は、注入流量速度
変更スイッチ２７において設定された注入流量速度に従
う。
【００３２】モータ４１が回転すると、エンコーダ４２
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においてモータ４１の回転速度が検出される。モータ４
１の回転速度に応じた電圧値は、エンコーダ４２から出
力されるとＡ／Ｄ変換器（図示せず）においてデジタル
信号に変換され、制御回路３５へ送られる。制御回路３
５では、モータ４１をフィードバック制御するため、エ
ンコーダ４２から送られてくるモータ４１の回転速度と
設定された注入流量速度に応じた回転速度との差が検出
される。そして、モータ４１が一定速度で回転するよう
に、その差に基づいた制御信号がモータ駆動回路３７へ
送られる。
【００３３】バルブ２２は、従来公知の電磁弁であり、
第１タンク用チューブ５０Ａと第２タンク用チューブ５
０Ｂが接続される２つの入力端子と接続チューブ２５Ａ
が接続される１つの出力端子を有する。バルブ２２で
は、液体の流れの経路として第１タンク４０Ａもしくは
第２タンク４０Ｂと接続チューブ２５Ａとが連通するよ
うに、弁（図示せず）が作動する。液体の流れの経路が
バルブ２２によって第１タンク４０Ａ側に切り替えられ
ると、第１表示灯２９Ａを点灯させるための駆動信号が
第１表示灯２９Ａへ出力され、第２タンク４０Ｂ側に切
り替えられると、第２表示灯２９Ｂを点灯させるための
駆動信号が第２表示灯２９Ｂへ送られる。また、後述す
るように、第１タンク４０Ａ，第２タンク４０Ｂのうち
接続チューブ２５Ａと連通するタンク内の液体の量が所
定量Ｌｃ以下になった場合、もう一方のタンクから液体
を送り出すため、バルブ２２が切り替えられる。なお、
液体が所定量Ｌｃ以下であることは、タンク内に液体が
ほとんど残っておらず、タンクに液体の補給が必要な状
態であることを示す。
【００３４】圧力センサ２８Ａ、２８Ｂによって検出さ
れるアナログの信号（電圧）は増幅器３３Ａ、３３Ｂに
おいてそれぞれ増幅され、制御回路３５へ送られる。制
御回路３５では、増幅された信号がデジタル信号に変換
される。このデジタル信号に基づき、第１および第２タ
ンク４０Ａ、４０Ｂ内の液体の量が検出される。第１お
よび第２残量表示部２６Ａ、２６Ｂには、それぞれ複数
のＬＥＤ（ここでは図示せず）が設けられており、制御
回路３５から送られてくる駆動信号に基づき、液体の量
を示すＬＥＤ点灯が実行される。制御回路３５に接続さ
れるブザー３０は警告音としてブザー音を鳴らす装置で
あり、第１タンク４０あるいは第２タンク４０Ｂ内の液
体を体内へ送っている間に（フットスイッチ１５が押下
されている間に）所定の条件下になると、制御回路２６
からブザー３０へ制御信号が送られ、ブザー音が鳴る。
【００３５】図４は、第１および第２残量表示部２６
Ａ、２６Ｂを詳細に示した図であり、図５は、第１およ
び第２タンク４０Ａ、４０Ｂ内の液体の量と制御回路３
５において検出される液体の量に応じた電圧値との関係
を示した図である。
【００３６】図４に示すように、第１残量表示部２６Ａ
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では、１０個のＬＥＤ３４Ａ～３４Ｊが一方向に沿って
並んでおり、それぞれ第１ＬＥＤ、第２ＬＥＤ・・・第
１０ＬＥＤとする。第１～第１０ＬＥＤ２６Ａ～２６Ｊ
は、それぞれ独立して点灯可能である。同じように、第
２残量表示部２６Ｂにおいて、１０個のＬＥＤ３４Ｋ～
３４Ｔが一方向に沿って並んでおり、それぞれ第１１Ｌ
ＥＤ、第１２ＬＥＤ・・・第２０ＬＥＤとする。
【００３７】本実施形態では、第１および第２タンク４
０Ａ、４０Ｂ内の液体の量を表示するため、第１タンク
４０Ａ（第２タンク４０Ｂ内）内に液体がない空の状態
から液体を貯留できる最大量までの全範囲「０～５００
ｍｌ」を１０段階（５０ｍｌ毎）に分け、第１タンク４
０Ａ内（第２タンク４０Ｂ内）に残っている液体の量を
その１０段階のいずれかの範囲に振り分ける。そして、
ＬＥＤ３４Ａ～ＬＥＤ３４ＪあるいはＬＥＤ３４Ｋ～Ｌ
ＥＤ３４Ｔの中で、残っている液体の量に応じた数だけ
ＬＥＤを第１および第２残量表示部２６Ａ、２６Ｂにお
いてそれぞれ点灯させる。
【００３８】図５において、第１および第２タンク４０
Ａ、４０Ｂ内の液量と増幅器３３Ａ、３３Ｂの出力電圧
値の関係をグラフに示すように、制御回路３５では、第
１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂ内の液量は「０～５
Ｖ」の範囲の電圧値Ｖとして検出され、この電圧値Ｖと
第１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂ内の液量とは、圧
力センサ２８Ａ、２８Ｂの検出特性（圧力－電圧特性）
および貯留液体の比重をファクタとした比例関係をも
つ。第１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂ内の液量の範
囲を、第１範囲Ｌ１（０～５０ｍｌ）、第２範囲Ｌ２
（５０～１００ｍｌ）、・・・・・第１０範囲Ｌ１０
（４５０～５００ｍｌ）と区分とすると、検出される電
圧値は、第１範囲Ｌ１～第１０範囲Ｌ１０のうちのいず
れかの範囲に属する。この電圧値の属する範囲に従っ
て、第１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂ内の液量が検
出される。例えば、第１タンク４０Ａにおいて検出され
る電圧値Ｖ＝２．８Ｖである場合、第１タンク４０Ａ内
の液量が２５０～３００ｍｌの第６範囲Ｌ６にあること
が検出される。なお、圧力センサ２８Ａ、２８Ｂでは１
Ｖ～２Ｖの範囲で電圧値が検出可能であり、増幅器３３
Ａ、３３Ｂにおいてその範囲がそれぞれ０～５Ｖに変換
されている。ただし、第１および第２タンク４０Ａ、４
０Ｂの自重に応じた電圧分Ｖｋを差し引いた電圧値Ｖに
基いて液体の量が検出される。さらに、本実施形態では
液体として水を使用するため比重は１として液体の量を
算出する。
【００３９】第１残量表示部２６Ａにおける第１～第１
０ＬＥＤ３４Ａ～３４Ｊは、第１～第１０範囲Ｌ１～Ｌ
１０にそれぞれ対応しており、最下段の第１ＬＥＤ３４
Ａから液量の属する範囲に対応するＬＥＤまでが点灯す
る。例えば、検出される電圧値Ｖ＝２．８Ｖであって第
１タンク４０Ａ内の液体の量が第６範囲Ｌ６（２５０～
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３００ｍｌ）にある場合、第１ＬＥＤ３４Ａから第６Ｌ
ＥＤ３４Ｆまでが点灯する（図４参照）。同様に、第２
残量表示部２６Ｂにおける第１１～第２０ＬＥＤ３４Ｋ
～３４Ｔも、第１～第１０範囲Ｌ１～Ｌ１０にそれぞれ
対応しており、例えば、第２タンク４０Ｂ内の液体の量
が最大の５００ｍｌである場合（Ｖ＝５．０である場
合）、第２残量表示部２６Ｂでは、第１１ＬＥＤ３４Ｋ
～第２０ＬＥＤ３４ＴまですべてのＬＥＤが点灯する
（図４参照）。
【００４０】上述したように、第１タンク内４０内の液
量が所定量Ｌｃｍｌ以下の場合、第１タンク４０内に液
体がほとんど残っておらず、さらに液体を補給する必要
がある。本実施形態では、所定量Ｌｃを最大貯留可能な
量（５００ｍｌ）の１割の５０ｍｌとし、第１範囲Ｌ１
に対応させる。液体の量が５０ｍｌ以下になった場合、
オペレータに第１タンク内４０に液体がほとんど残って
いないことを報知するため、第１表示灯２９Ａが早い周
期（ここでは１／１０秒間隔）で点滅する。第２タンク
４０Ｂについても同様に、所定量Ｌｃ＝５０ｍｌ以下の
場合は第２表示灯２９Ｂが早い周期で点滅する。
【００４１】図６は、送水装置２０の電源スイッチ３１
がＯＮ状態になった直後に実行されるタンク選択動作を
示したルーチンである。このルーチンは、図示しないメ
インルーチンの１つの処理であるバルブのタンク選択動
作のサブルーチンである。なお、電源ＯＮの直後には、
このルーチンの実行前に、第１タンク４０Ａと接続チュ
ーブ２５Ａが連通するようにバルブ２２があらかじめ切
り替えられる。
【００４２】以下では、圧力センサ２８Ａ、２８Ｂから
送られてくる信号に基いて制御回路３５において検出さ
れる電圧（０～５Ｖ）を、それぞれ第１電圧Ｖａ、第２
電圧Ｖｂと表す。また、第１タンク４０Ａが設置されて
いない場合、すなわち、保持部１６Ａから取り外されて
接続チューブ５０Ａ、バルブ２２と連通していない場
合、圧力センサ２８Ａにより検出される電圧Ｖａは実質
的に０Ｖとなる。第３タンク４０Ｂについても、同様に
電圧Ｖｂは０Ｖとなる。
【００４３】ステップ１０１では、第１および第２電圧
Ｖａ、Ｖｂがそれぞれ検出される。ステップ１０２で
は、それぞれ検出される第１および第２電圧Ｖａ、Ｖｂ
がともに０Ｖ以外の値であるか否かが判定される。すな
わち、第１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂがともに設
置されているか否かが判定される。
【００４４】ステップ１０２において、第１および第２
電圧Ｖａ、Ｖｂがともに０Ｖ以外の値ではなく少なくと
も１つの電圧は０Ｖである、すなわち第１および第２タ
ンク４０Ａ、４０Ｂのうち少なくとも１つは設置されて
いないと判断されると、ステップ１０３に移る。ステッ
プ１０３では、第１および第２電圧Ｖａ、Ｖｂのうち、
一方の電圧値Ｖが０Ｖではなく他方の電圧値が０Ｖであ
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るか否かが判定される。すなわち、第１タンク４０Ａ、
第２タンク４０Ｂのうちどちらか一方のタンクが設置さ
れ、もう一方のタンクが設置されていない状態であるか
否かが判定される。
【００４５】ステップ１０３において、第１および第２
電圧Ｖａ、Ｖｂのうち一方の電圧値が０Ｖではなくもう
一方の電圧値が０Ｖであると判断された場合、ステップ
１０６に移る。ステップ１０６では、タンクが設置され
ていないことを報知するため、第１表示灯２９Ａ、第２
表示灯２９Ｂのうち設置されていないタンクに応じた表
示灯が遅い周期（ここでは１秒間隔）で点滅される。ス
テップ１０６が実行されると、ステップ１０７に移る。
【００４６】一方、ステップ１０３において、第１およ
び第２電圧Ｖａ、Ｖｂのうち一方の電圧値が０Ｖではな
くもう一方の電圧値が０Ｖの状態ではない、すなわち両
方の電圧値がともに０Ｖであって第１および第２タンク
４０Ａ，４０Ｂがともに設置されていないと判断された
場合、ステップ１０４に移る。ステップ１０４では、両
方ともタンクが設置されていないことを報知するため、
第１および第２表示灯２９Ａ、２９Ｂがともに遅い周期
で点滅する。そして、ステップ１０５では、ブザー３０
においてブザー音が鳴る。ステップ１０５が実行される
と、ステップ１０１に戻る。
【００４７】一方、ステップ１０３において、第１およ
び第２電圧Ｖａ、Ｖｂの両方とも０Ｖ以外の電圧値であ
る、すなわち第１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂ両方
とも設置された状態であると判断されると、ステップ１
０７に移る。ステップ１０７では、第１および第２電圧
Ｖａ、Ｖｂがともに第１および第２タンク４０Ａ、４０
Ｂの自重に対応するＶｋ（図５参照）に等しいか否かが
判定される。すなわち、第１および第２タンク４０Ａ、
４０Ｂにはまだ液体が注入されておらず空の状態である
か否かが判定される。ただし、第１および第２タンク４
０Ａ、４０Ｂのうち一方のタンクのみ設置されている場
合、そのタンクに応じた電圧値がＶｋであるか否かが判
定される。
【００４８】ステップ１０７において、第１および第２
タンク４０Ａ、４０Ｂ内の液体が両方とも空の状態、あ
るいは１つだけ設置されたタンク内の液体が空の状態で
あると判断されると、ステップ１０８に移る。ステップ
１０８では、第１および第２表示灯２９Ａ、２９Ｂが早
い周期（１／１００秒間隔）で点滅され、ステップ１０
９では、ブザー３０においてブザー音が鳴らされる。ス
テップ１０９が実行されると、ステップ１０１に戻る。
【００４９】一方、ステップ１０７において、第１およ
び第２タンク４０Ａ、４０Ｂ内の液体が両方とも空の状
態ではない、あるいは１つだけ設置されたタンク内の液
体が空の状態ではない、すなわち、第１および第２タン
ク４０Ａ、４０Ｂ両方とも設置されている場合には少な
くとも一方のタンクに液体が貯留されており、１つのタ
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ンクのみ設置されている場合にはそのタンクに液体が貯
留されていると判断された場合、ステップ１１０に移
る。ステップ１１０では、第１電圧Ｖａが第２電圧Ｖｂ
よりも大きいか否か、すなわち第１タンク４０Ａ内の液
体の量が第２タンク４０Ｂ内の液体の量よりも多いか否
かが判定される。
【００５０】ステップ１１０において第１電圧Ｖａが第
２電圧Ｖｂよりも大きいと判断されると、第１タンク４
０Ａと接続チューブ２５Ａとが連通された状態が維持さ
れ、バルブ２２は駆動されない。そして、ステップ１１
４では、第１表示灯２９Ａが点灯する。ステップ１１４
が実行されると、このルーチンは終了する。
【００５１】一方、ステップ１１０において第１電圧Ｖ
ａが第２電圧Ｖｂよりも大きくない、すなわち第２タン
ク４０Ｂ内の液体の量が第１タンク４０Ａ内の液体の量
よりも多いと判断されると、ステップ１１１に移る。ス
テップ１１１では、第２タンク４０Ｂと接続チューブ２
５Ａとが連通するように、バルブ２２が切り替えられ
る。そして、ステップ１１２では、第２表示灯２９Ｂが
点灯される。ステップ１１２が実行されると、このルー
チンは終了する。
【００５２】図７は、第１および第２タンク４０Ａ，４
０Ｂ内の液体の量を報知するとともに、液量に応じてバ
ルブ２２を切り替え、液量の残りが少ないことを警告す
る液量監視動作を示した割り込みルーチンである。この
ルーチンは、１／１００秒間隔ごとにメインルーチンに
割り込んで実行される。
【００５３】ステップ２０１、２０２の実行は、それぞ
れ図６のステップ１０１、１０２の実行と同じである。
すなわち、第１および第２電圧Ｖａ、Ｖｂが検出され、
検出された電圧値に基いて第１および第２タンク４０
Ａ、４０Ｂが両方とも設置されているか否かが判定され
る。
【００５４】ステップ２０２において、第１および第２
タンク４０Ａ、４０Ｂの両方が設置されている状態では
ないと判断されると、ステップ２０３に移る。ステップ
２０３～２０６の実行は、それぞれ図６のステップ１０
３～１０６の実行と同じである。すなわち、第１および
第２タンク４０Ａ、４０Ｂのうち一方のタンクが設置さ
れている状態であれば、第１および第２表示灯２９Ａ、
２９Ｂのうち設置されていないタンクに応じた表示灯を
遅い周期で点滅させ、第１および第２タンク４０Ａ、４
０Ｂ両方が設置されていない状態であれば、第１および
第２表示灯２９Ａ、２９Ｂをともに遅い周期で点滅さ
せ、ブザー音を鳴らす。ステップ２０６が実行された場
合にはステップ２０７へ進み、ステップ２０５が実行さ
れた場合にはこのまま割り込みルーチンは終了する。
【００５５】一方、ステップ２０２において、第１およ
び第２タンク４０Ａ、４０Ｂの両方が設置されていると
判断されると、ステップ２０７に移る。ステップ２０７
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では、第１および第２電圧Ｖａ、ＶｂがともにＶｋであ
るか否かが判定される。すなわち、第１および第２タン
ク４０Ａ、４０Ｂ内の液体の量がともに所定量Ｌｃ以下
であり、液体が第１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂ内
に実質的に残っていない状態であるかが判定される。た
だし、１つのタンクのみ設置されている場合、そのタン
クに応じた電圧値がＶｋであるか否か、すなわち設置さ
れたタンク内の液体の量が所定量Ｌｃ以下であってタン
ク内に液体が残っていない状態であるか否かが検出され
る。
【００５６】ステップ２０７において、第１および第２
タンク４０Ａ、４０Ｂ内の液体が両方とも実質的に残っ
ていない、あるいは１つのタンクのみが設置されている
場合そのタンク内に液体が残っていない状態であると判
断された場合、ステップ２１６に進む。ステップ２１６
では、液体の補給が必要であることを報知するため、第
１および第２表示灯２９Ａ、２９Ｂが早い周期で点滅さ
れる。そして、ステップ２１７では、回転ポンプ２１が
作動中であるか否かが判定される。回転ポンプ２１が作
動中であると判断された場合、ステップ２１８に移る。
ステップ２１８では、バルブ２２をどちらに切り替えて
も液体を継続して体内へ送ることができない状態である
ことから、水の補給が必要であることを警告するために
ブザー３０においてブザー音が鳴り、回転ポンプ２１が
強制的に停止させられる。ステップ２１８が実行される
と、この割り込みルーチンは終了する。一方、ステップ
２１８において回転ポンプ２１が作動中ではないと判断
されると、そのままこの割り込みルーチンは終了する。
【００５７】一方、ステップ２０７において第１タンク
４０Ａ、第２タンク４０Ｂの少なくとも一方のタンク内
に液体が所定量Ｌｃより多く入っている、あるいは１つ
のタンクのみ設置されている場合にはそのタンク内に液
体が入っていると判断された場合、ステップ２０８に移
る。ステップ２０８では、検出された第１電圧Ｖａ、第
２電圧Ｖｂに基づいて、第１タンク４０Ａ内の液体の量
と第２タンク４０Ｂ内の液体の量がそれぞれ第１残量表
示部２６Ａ、第２残量表示部２６Ｂにおいてバー表示さ
れる。ただし、第１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂの
うち一方のタンクのみしか設置されていない場合、設置
されていないほうの残量表示部２６ではいずれのＬＥＤ
も点灯しない。ステップ２０８が実行されると、ステッ
プ２０９に進む。
【００５８】ステップ２０９では、バルブ２２が第１タ
ンク４０Ａと接続チューブ２５Ａとを連通させるように
切り替えられているか否かが判定される。すなわち、今
現在において、第１タンク４０Ａ内の液体が体内へ送ら
れる状態であるか否かが判定される。
【００５９】ステップ２０９において第１タンク４０Ａ
内の液体が体内へ送られるようにバルブ２２が切り替え
られていると判断されると、ステップ２１３に移る。ス
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テップ２１３では、第１タンク４０Ａ内の液体の量が所
定量Ｌｃ以下であるか否かが判定される。
【００６０】ステップ２１３において第１タンク４０Ａ
内の液体の量が所定量Ｌｃ以下であると判断された場
合、ステップ２１４に移る。ステップ２１４では、第２
タンク４０Ｂと接続チューブ２５Ａとが連通するように
バルブ２２が切り替えられる。そして、ステップ２１５
では、第１タンク４０Ａ内に液体が実質的に残っていな
いこと報知するため、第１表示灯２９Ａが早い周期で点
滅される。ステップ２１５が実行されると、この割り込
みルーチンは終了する。一方、ステップ２１３において
第１タンク４０Ａ内の液体の量が所定量Ｌｃ以下ではな
いと判断された場合、バルブ２２の切替を行うことなく
このまま割り込みルーチンは終了する。
【００６１】一方、ステップ２０９において第１タンク
４０Ａ内の液体が体内へ送られるようにバルブ２２が切
り替えられていない、すなわち第２タンク４０Ｂ内の液
体が体内へ送られるようにバルブ２２が切り替えられて
いると判断されると、ステップ２１０に移る。ステップ
２１０では、第２タンク４０Ｂ内の液体の量が所定量Ｌ
ｃ以下であるか否かが判定される。
【００６２】ステップ２１０において第２タンク４０Ｂ
内の液体の量が所定量Ｌｃ以下であると判断された場
合、ステップ２１１に移る。ステップ２１１では、第１
タンク４０Ａと接続チューブ２５Ａとが連通するように
バルブ２２が切り替えられる。そして、ステップ２１２
では、第２タンク４０Ｂ内に液体が実質的に残っていな
いこと報知するため、第２表示灯２９Ｂが早い周期で点
滅される。ステップ２１２が実行されると、このルーチ
ンは終了する。一方、ステップ２１０において第２タン
ク４０Ｂ内の液体の量が所定量Ｌｃ以下ではないと判断
された場合、バルブ２２の切替を行うことなくこのまま
割り込みルーチンは終了する。
【００６３】このように本実施形態によれば、フットス
イッチ１５が押下されると、モータ４１の駆動によって
回転ポンプ２１が回転し、バルブ２２の切り替えによっ
て第１および第２タンク４０Ａ、４０Ｂのうち一方のタ
ンクから液体が抽出され、ビデオスコープ１０の送水チ
ャンネル１３へ送られる。これにより、所定の部位へ液
体が噴出される。そして、図７のステップ２１０～２１
５の実行により、使用されているタンク、すなわちバル
ブ２２の切り替えによって第１接続チューブ２５Ａと連
通するタンク内の液体が所定量Ｌｃ以下である場合、も
う一方のタンク内にある液体を体内へ送るためバルブ２
２が切り替えられる。このように、タンク内の液体が徐
々に減少し、実質的にほとんど残っていない状態である
所定量Ｌｃ以下になった場合には自動的にもう一方のタ
ンク内の液体を体内へ送るようにするため、事前に第１
タンク４０Ａ、第２タンク４０Ｂ内に液体を入れておけ
ば、相当量の液体を使用する場合においても、液体を補
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給することなく、部位の洗浄、あるいは染色を行うこと
ができる。
【００６４】また、図６のステップ１１０～１１４の実
行により、本体２０に電源が供給された後、第１タンク
４０Ａ、第２タンク４０Ｂのうち液体の量が多い方のタ
ンクが接続チューブ２５Ａと連通するようにバルブ２２
が切り替えられる。ただし、ステップ１０２、１０３、
１０６、１０７、１１０～１１４の実行により、第１タ
ンク４０Ａ、第２タンク４０Ｂのうち一方のタンクのみ
設置されている場合、設置されているタンクと接続チュ
ーブ２５Ａが連通するようにバルブ２２が切り替えられ
る。
【００６５】図７のステップ２０２～２０３の実行によ
り、第１および第２タンク４０Ａ，４０Ｂがそれぞれ設
置された状態であるかモニタリングされる。途中で一方
のタンクが取り外され、１つのタンクのみが設置されて
いる場合においても、ステップ２０７～２０９、２１
０、２１３の実行により、そのタンクから体内へ液体を
することができる。
【００６６】また、ステップ２１２、２１５の実行によ
り、第１あるいは第２タンク４０Ａ、４０Ｂ内の液体が
所定量Ｌｃ以下でほとんど残っていない場合には、液体
の残量が少ないことを報知するために第１あるいは第２
表示灯２９Ａ、２９Ｂが点滅表示される。さらに、ステ
ップ２０７、２１６～２１９の実行により、第１および
第２タンク４０Ａ、４０Ｂ内の液体がともに空の状態で
回転ポンプ２１が作動中である場合には、ブザー３０に
おいて警告音としてブザー音が鳴る。なお、ブザー３０
によって警告をしているが、それ以外の音で警告しても
よく、また表示灯などで視覚的に警告してもよい。ま
た、第１および第２表示灯２９Ａ、２９Ｂを点滅表示さ
せる代わりに、他の表示灯などを設けるなどして液体の
残量がないことを報知させてもよい。
【００６７】液体の量の検出方法として、感圧素子、ピ
エゾ素子などのセンサを使用してもよい。また、第１タ
ンク４０Ａ、第２タンク４０Ｂからの荷重を測定する以
外の方法で液体の量を検出してもよい。
【００６８】本実施形態では、タンクの数が２つである
が、３つ以上の複数のタンクを装備してもよい。この場
合、バルブは複数のタンクのうちでいずれかのタンクと
接続チューブ２５Ａとを選択的に連通させるように切り
替わる構成のバルブが用いられる。そして、電源が供給
された後の初期状態において、複数のタンクの中で最も
液体の量が多いタンクを使用するようにバルブが切り替
えられる。また、複数のタンクの中で取り外されている
タンクがある場合、設置されているタンクの中でバルブ
の切り替えが行われるようにする。
【００６９】本実施形態では、液体の量が所定量Ｌｃ
（＝５０ｍｌ）以下になった場合、液体の補給が必要な
状態とみなしているが、それ以外の量を基準にしてもよ
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い。たとえば、タンクの最大液大量を５００ｍｌとした
場合、所定量Ｌｃは３０～７０ｍｌのいずれかの値でも
よい。あるいは、１０～８０ｍｌの値でもよい。
【００７０】
【発明の効果】このように本発明によれば、液体を所望
する量だけ効率よく体内へ送ることにより、効果的に部
位の洗浄、染色をすることができる。さらに、複数のタ
ンクを用いて液体残量の少ないタンクによる送水から残
量の十分あるタンクからの送水へ自動的に切り替えら
れ、送水を中断することなく実行できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態である内視鏡用送水装置の正面図で
ある。
【図２】回転ポンプを示した図である。
【図３】内視鏡用送水装置のブロック図である。
【図４】第１および第２残量表示部を示した図である。
【図５】タンク内の液体の量と検出される電圧値との関
係を示した図である。
【図６】電源が供給された後のタンク選択動作を示した*

18
*サブルーチンである。
【図７】タンク内の液体の量を監視する液量監視動作を
示した割り込みルーチンである。
【符号の説明】
１０    ビデオスコープ（内視鏡）
１３    送水チャンネル（輸送管路）
２１    回転ポンプ（ポンプ）
２２    バルブ
２５Ａ、２５Ｂ    接続チューブ（第２の接続管路）
２８Ａ、２８Ｂ    圧力センサ（荷重センサ）
２９Ａ  第１表示灯
２９Ｂ  第２表示灯
３０    ブザー
４０Ａ  第１タンク
４０Ｂ  第２タンク
４１    モータ（アクチュエータ）
５０Ａ  第１タンク用チューブ
５０Ｂ  第２タンク用チューブ
１００  内視鏡用送水装置

【図１】

【図２】 【図４】

【図５】
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